


    　
10
月
23
日
（
木
）
に
、
合
併
協
議
会
第

2
回
会
議
が
、
香
川
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
会
議
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
 

 　
次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

 ・
高
松
市
・
香
川
町
合
併
協
議
会
幹
事
会

部
会
規
程
に
つ
い
て
 

・
幹
事
会
の
幹
事
長
、
副
幹
事
長
の
互
選

結
果
に
つ
い
て
 

・
高
松
市
・
香
川
町
合
併
協
議
会
だ
よ
り

の
発
行
に
つ
い
て
 

・
高
松
市
・
香
川
町
合
併
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
に
つ
い
て
 

  　
議
案
第
7
号
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

  ・
別
表（
4
ペ
ー
ジ
参
照
）の
と
 

 
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

    

    　
11
月
25
日
（
火
）
に
、
合
併
協
議
会
第

3
回
会
議
が
、
高
松
市
役
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
会
議
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

  　
次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

 ・
高
松
市
・
香
川
町
合
併
協
議
会
幹
事
会

部
会
部
会
長
の
指
名
結
果
に
つ
い
て
 

  　
議
案
第
8
号
・
第
9
号
が
審
議
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

   ・
傍
聴
の
定
員
を
20
人
増
や
し
、
70
人
以

内
と
す
る
。
 

・
傍
聴
証
は
、
受
付
順
に
交
付
す
る
こ
と

と
し
、
く
じ
に
よ
る
傍
聴
人
の
決
定
は

廃
止
す
る
。
 

  ・
表
紙
（
1
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
決
定
さ
 
 
 

 
れ
ま
し
た
。
 

  

 　
協
議
第
1
号
が
提
案
さ
れ
、
次
回
の
会

議
で
協
議
し
、
意
思
集
約
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
 

   ・
次
の
2
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

〈
案
1
〉
新
設
合
併
 

・
高
松
市
及
び
香
川
郡
香
川
町
を
廃
止
し
、

そ
の
区
域
を
も
っ
て
新
し
い
市
を
設
置

す
る
。
 

〈
案
2
〉
編
入
合
併
 

・
香
川
郡
香
川
町
を
廃
止
し
、
そ
の
区
域

を
高
松
市
に
編
入
す
る
。
 

第
2
回
会
議
の
結
果
 

第
3
回
会
議
の
結
果
 

報
告
事
項
 

協
議
事
項
 

報
告
第
3
号
〜
第
6
号
 

報
告
事
項
 

協
議
事
項
 

議
案
事
項
 

報
告
第
7
号
 

協
議
第
1
号
 

合
併
の
方
式
（
協
定
項
目
第
1
号
）
に
 

つ
い
て
 

議
案
第
8
号
 

高
松
市
・
香
川
町
合
併
協
議
会
会
議
傍
 

聴
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

議
案
第
9
号
 

合
併
協
定
項
目
の
協
議
方
針
に
つ
い
て
 

議
案
第
7
号
 

合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て
 

高松市・香川町  

2

　合併協議会では、合併に関するあらゆる事項を協議し

ます。 

　協議に当たっては、両市町が合併すると仮定して、現

在行っているすべての行政制度や事務事業等について、

一元化に向け、調整（すり合わせ）する必要がありますが、

その数は膨大なものとなります。 

　そこで、協議会では、特に住民生活に密接に関わりの

ある重要な行政制度や事務事業などの項目に絞って協

議を行います。これに、合併市町の将来に対するビジョン、

いわば合併市町のマスタープランとなる「建設計画」の作

成を含めた項目を、合併協定項目といいます。 

　協議会では、これら合併協定項目の協議状況を明らか

にし、住民の皆様に合併の是非を判断する材料を提供し

ていくことになります。 

　高松市・香川町合併協議会では、別表（4ページ）のと

おり、48項目について、各項目ごとに協議・調整を図ること

としています。 

香川郡香川町を廃止し、 
その区域を高松市に編入する。 

高松市及び香川郡香川町を廃止し、 
その区域をもって新しい市を設置する。 

新しい市 新しい市 高松市 高松市 
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新設合併と編入合併の比較 
　合併の方式には、「新設合併」と「編入合併」があります。 
 合併の方式は、合併協議の基本となる項目で、今後、合併協定項目に関する協議を行うに当たって、合併特例法の
適用をはじめ、その取扱いが異なってくる最も基本となる事項です。 
 合併協議会第３回会議では、新設合併と編入合併の両案が提案され、今後、協議していくこととなりました。 

新設合併 編入合併 
香川郡香川町を廃止し、 
その区域を高松市に編入する。 
香川郡香川町を廃止し、 
その区域を高松市に編入する。 

高松市及び香川郡香川町を廃止し、 
その区域をもって新しい市を設置する。 
高松市及び香川郡香川町を廃止し、 
その区域をもって新しい市を設置する。 

合併の方式 

法人格 

新市の名称 

新市の事務所の位置 

 

 

 

 

 

 

 

議会の議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

条例・規則 
 
 
 
 
 
 
 
 

新 設 合 併  

両市町の法人格が消滅する。 

新たに定める。 

新たに定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編入合併  

編入される香川町の法人格が消滅する。 

通常、編入する高松市の名称となる。 

通常、編入する高松市の事務所の位置となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原
　
則 

原  

則 

特
　
例 

特
　
例 

市町長など 
特別職の職員 
 

農業委員会 
の委員 
 （合併市町に1つの 
委員会を置くことと 
する場合） 

建設計画 
 

両市町の長、助役など特別職は全員失職し、 
新市長は、新市による選挙で選任する。 

高松市の市長など特別職の身分に影響はなく、 
香川町の町長など特別職は全員失職する。 

高松市の委員はそのまま在任し、香川町の委 
員は失職する。 

高松市の議員はそのまま在任し、香川町の議 
員は失職する。 
（定数の増加分だけ増員選挙を行う。） 

選挙による委員のうち、合併後の農業委員会 
の委員の被選挙権を有することとなる者は、 
40人までの範囲で、高松市の委員の在任期間、 
在任できる。 

高松市の条例・規則を適用する。 
（合併に伴い、必要な改正を行う。） 

少なくとも編入される香川町の区域の建設計 
画を作成する必要がある。 

高松市の行政制度や事務事業が基本となり、 
部分的に調整や見直しを行う。 

両市町の議員は失職する。 
合併後、新たな議員の設置選挙を行う。 

両市町の委員は全員失職する。 
新たに選挙、選任により委員を選出する。 

新市（両市町）全域の建設計画を作成する。 

基本的には、すべて調整する。 

両市町の条例・規則は、すべて失効する。 
（新たに制定する。） 

選挙による委員のうち、合併後の農業委員会の 

委員の被選挙権を有することとなる者は、10～ 

80人の範囲内で、１年以内の間、在任できる。 

次のいずれかを適用することができる。 

① 香川町に選挙区（定数：3人）を設けて、

増員選挙を行うことができる。（定数特例） 

　 定数特例は２回（増員選挙、それに続く最

初の一般選挙）適用できる。 

② 香川町の議員は、高松市の議員の在任期間、

在任できる。（在任特例）この場合、さらに

最初の一般選挙で編入合併の定数特例を適

用できる。 

次のいずれかを適用することができる。 

① 設置選挙に限り、新設合併の特例定数（法

定定数の２倍まで）を適用できる。（定数

特例） 

② 両市町の議員で新市の議会の議員の被選挙

権を有することとなる者は、合併後も最長

２年間、そのまま在任できる。（在任特例） 

 

高松市 香川町 高松市 香川町 

新しい市 新しい市 高松市 高松市 新しい市 高松市 

各種行政制度 
事務事業 




